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　この度スポーツ科学部（ISS）紀要「山梨学院大学スポーツ科学研究」の第 1 号が創刊されることに
なりました。これには、ISS 研究紀要委員会、谷口委員長を始めとして、森副委員長、塚田、太田の各
委員の先生方の尽力に負うところが多いと、先ずもって感謝申し上げます。
　また、教員各位には 2019 年の完成年度を目指して様々な学部運営の体制作りに携わりながら、日々
の教育・研究活動等でお忙しいその間を繰って紀要への論文をご執筆頂きました。その結果 11 編もの
投稿があり創刊号がそれなりの体裁を整えることができたことを、学部を預かる者として心から感謝す
ると共に、教員各位の研究に対する熱意と労力に敬意を表したいと思います。
　ご承知の様に、ISS は 2016 年度にスポーツに対する社会的要請に広く答えることができる次代を志
向した新たな学部として、また創立 70 周年を記念する山梨学院大学における 6番目の学部としてスター
トを切りました。そして、教育目標として「スポーツ基本法」「スポーツ基本計画」に示された「スポー
ツ界の好循環システム」に貢献する人材の育成を掲げ、地域における競技スポーツと生涯スポーツの推
進者の育成に貢献することを志向しております。
　しかし、そのような人材を輩出するという目標の達成を担保するためには、教員各位の教育力はもち
ろんのこと、研究力の構築が必要不可欠であることは言うまでもありません。そしてさらに、それは各
教員個人レベルのみならず、ISS 全体としての向上が求められていると思います。この ISS としての研
究力のアップを学園の内外に積極的にアピールしていくためには研究の成果物が必要であり、その一つ
が研究紀要であります。また、研究紀要の発行は、ISS が取り組むスポーツ科学の研究内容がどのよう
なものを含むのかの一端を多くの方々にご理解頂く絶好の機会も提供できるものと考えております。
　前述のように、ISSは 2016年 4月にスタートしましたが、学部では直ちに研究倫理委員会（谷口委員長、
森副委員長、東山委員）と研究紀要委員会を立ち上げ、先ずは全学的な研究倫理規程の再構築を大学当
局に依頼すると共に、研究紀要投稿に関する規程等の制定を模索しました。その結果、2017 年度には
本誌に掲載されている「山梨学院大学スポーツ科学研究規程」として結実し、本規程に基づき「執筆要
領」が検討され、ようやく「山梨学院大学スポーツ科学研究」とネーミングされた創刊号の発刊へと辿
り着く事ができました。
　このような経緯を持つ記念すべき第 1号に、巻頭言を寄せる事ができることは小生にとりまして僭越
ではありますが、大変光栄なことと存じております。しかし、先達としての山梨学院大学既存学部の発
刊物に比べますと、ISS の「山梨学院大学スポーツ科学研究」はまだまだヨチヨチ歩きを脱し切れてい
ないことは事実であるとも自覚しております。
　皆様方からこれまで ISS にお寄せいただきましたご高配に心から感謝すると共に、是非「山梨学院大
学スポーツ科学研究」にお目通しの上、屈託のないご感想をお寄せいただければ幸甚です。またさらに、
今後とも ISS に対しまして叱咤激励を下さいますよう伏してお願い申し上げ、創刊に寄せるご挨拶と致
します。
「山梨学院大学スポーツ科学研究」創刊号発刊に寄せて
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